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生薬の組み合わせ（薬対）から『金匱要略』の用薬規範を探る
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［目的］我々 は現代の疾病構造に対応で きる新処方を考案する ヒ ン トを得る た め に医方書に

おける生薬の使用法を探っ てい る
1／

。 今回は 『金匱要略』（262処方 1212生薬）における生薬の

組み合わせ （薬対）か ら用薬規範を考察 した。

［方法］「金匱要略』（H本漢方協会学術部編『傷寒雑病論』）をデータベ ース 化し薬対 と二 味の

処方を考察した 。 生薬の帰経と薬能は 「中華人民共和国薬典2000年版』に従っ た。

［結果 ・考察］

1．補脾胃：「金匱要略』の 薬対頻度 1位の 生薑一大棗（39回）か ら12位（炙甘草一生薑 14回）まで

　は桂枝湯を構成する 5生薬間の薬対で ある 。 脾胃を調整する甘tSi二・生薑 ・大棗の薬対が重視

　されて い るの は 『傷寒論』と同様である（ただし 『金匱要略』は炙甘草で はなく甘草が主体）。

2．化痰利水 ：使用頻度 上位 5種は 「傷寒論』 と同様に桂枝湯構成生薬が占め、第 1位の tr草

　と3位 の 生薑で は、半夏 ・自朮 ・茯苓と の 薬対が上位に あ る 。 また利水生薬問 の 薬対 も

　 『傷寒論』よ りも多い （茯苓
一白朮二11回）。 こ の こ とは小半夏湯 と生薑半夏湯（生薑一半夏：

　14回）や半夏乾薑散（乾薑一半夏 ：12回）および橘皮湯（生薑
一
橘皮 ；4回）など 「嘔 ・心下

　有支飲」を主治す る二 味処方 に見られ、こ れ らを含む小半夏加茯苓湯や半夏厚朴湯が 創案

　さ れた 。 め まい 感に用 い る基本となる沢瀉湯（沢瀉
一
白朮 ：5回）を含めて 、「金匱要略』で

　 は化痰 ・利水の 用薬法が補強された 。

3，散寒 ：甘草一乾薑（甘草 ・炙甘草を含めて 18回）を含む関連処方で寒証を調整するの は 「傷

　寒論』と同様で あり、甘草乾薑茯苓白朮湯（苓薑i朮甘湯）が追加された 。 さらに人参
一
乾薑

　（12回）を含む大建中湯が創案された。

［総括］「金 匱要略』で は 『傷寒論』と同様に桂枝湯構成生薬間の 薬対が主体であるが、生

薑（または乾薑）
一
半夏（化痰）、茯苓

一白朮（利水）の用法が補充された 。 さらに頻度は低い が

防巳一黄耆（3 回、防已黄耆湯）や当帰
一苔窮（8回、当帰芍薬散）、牡丹皮

一
桂枝（5回、桂枝茯

苓丸や八味地黄丸）など補気利水お よ び補血活血 の薬対 も 『傷寒論』には見られ ない 。 また大

黄
一

甘草 （6回）は医療用 の ド剤（大黄甘草湯）として 使用 されて い る 。 今後、病篇毎の薬対を

精査 して新処方を考案する ヒ ン トを探 りたい 。
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